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序

姫路市内には、現在約1,200ヶ所を数える遺跡が所在しております。本市ではこれらを貴重

な歴史遺産として後世に伝えていくため、埋蔵文化財の発掘調査、整理、研究、展示などの公

開事業を実施し、その保存と継承に努めております。

この度発掘調査を実施しました勝原区丁は、瓢塚古墳をはじめとする古墳が数多く存在し、

「播磨国風土記」には大田の里として登場するなど、播磨の歴史を語る上で欠かすことのでき

ない重要な地域です。

なかでも、丁・柳ヶ瀬遺跡は、市内を代表する集落跡として注目を集める遺跡です。その歴

史は長く、古くは縄文時代から現在に至るまで連綿と人々の営みが続いてきました。この度の

調査成果は、地域の歴史に新たな発展をもたらすことと存じます。

最後に、事業実施にあたり多大なご協力を賜りました株式会社フィットライフ近畿、その他

関係各位のご尽力に心より感謝を申し上げます。

平成26年 (2014年） 3月

姫路市教育委員会

教育長 中杉賭夫
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例自

1. 本書は、兵庫県姫路市勝原区丁字堂垣内451番 1他に所在するT・ 柳ヶ瀬遺跡（遺跡番号： 020327) 

の発掘調査報告書である。

2. 発掘調査は、株式会社フィットライフ近畿からの委託を受け、姫路市教育委員会が実施した。

3. 本発掘調査（調査番号： 20130282) は、姫路市埋蔵文化財センター小柴治子、関梓、玉越綾子

が担当した。また、確認調査は、小柴治子が担当した。 （調査番号： 20130191) 

調査の体制は以下の通りである。

教育委員会事務局教 ヲ目 長中杉隆夫 埋蔵文化財センター館 長秋枝芳

教育次長林尚秀 係 長森恒裕

生涯学習部長 小林直樹 主 事嶋田祐

文化財課長 福永明彦 技術主任小柴治子

文化財課係長 大谷輝彦 技師補関 梓

文化財課技術主任 祖,# 優； 嘱託職員 玉越綾子

4. 整理作業及び報告書の作成には、以下の職員の協力を得た。

黒岩紀子、香山玲子、清水聖子、田中章子、玉越綾子、寺本祐子、野村知子、藤村由紀、三輪悠代

5. 本書の執筆・編集は、小柴、関がおこなった。

凡例

1. 発掘調査平面図は世界測地系を使用し、方位はすべて座標北である。また、標高は東京湾平均

海水準 (T.P.) を基準とした。

2. 土層名は、 『新版標準土色帳』 (1999年度版）に準拠した。

3. 本書で使用した遺構番号は、遺構種ごとにつけた。各遺構種は以下のように呼称した。

ピット→SP、井戸→SE、溝→SD、竪穴建物跡→SI、掘立柱建物跡→SB 自然流路→NR 

4. 本書で使用した士師器の器種名及び年代観については、長友朋子編 2007「弥生士器集成と

編年一播磨編ー」に準拠した。ただし、不確定な個体については、器種の細分を行わなかった）

5. 本報告に関わる遺物・写真・図面等は姫路市埋蔵文化財センターに保管している。



第 1章 調査に至る経緯と調査地の位置

1. 調査に至る経緯

姫路市勝原区Tにおいて、株式会社フィットライフ近畿による宅地瑯戎工事が計画された。当該地は、丁・

柳ヶ瀬遺跡（遺跡番号： 020327)の範囲に所在している。このため、平成あ年 (2013年） 8月3S、工事予定地内

に2Xl.面の試掘坪を5箇所設定し、確認調査（調査番号： 20130191)を実施した3

その結果、弥生時代から古墳時代の遺物を多く含む堆積層、古代及び中世の遺構を検出し、遺跡が艮好な状

態で残されていることが判明したため、本発掘調査を実施することとなった3

調査期間は、平成あ年 (2013年） 9月30日,-...,10月19日である。

調査は株式会社フィットライフ近畿の委託を受け、姫路市教育委員会が実施した。

2. 調査地の位置と周辺の遺跡

調査地は、縄文時代から中世の集落遺跡である、丁・柳ヶ瀬遺跡の北端に該当する。市内の遺跡の中でも、

存続時期の長い複合遺跡として知られ、大津茂川下流域の拠点的な集落の一つと位置づけられている。遺跡の

範囲内に、古墳時代前期の前方後円墳である瓢塚古墳が所在し、周辺の山上にも前期古墳が集中している。ま

た、 8枇紀に編纂された「播磨国風土記」大田里の項には渡来人の記述がみられ、それを証明するかのように

、埋葬施設が弯綴式の横穴式石室である丁山頂古墳や、 7憔紀半ばが創建時期とされる下太田廃寺など、渡来

人と関わりがうかがえる遺跡も数多く所在している。このほか、丁・柳ヶ瀬遺跡では、昭和55年度に兵庫県教

育委員会が実施した西汐入川の発掘調査において、 「大伴」と書かれた墨書士器が出士しており、璧徳太子に

よって揖保郡内の水田司に任じられた大伴連との関連が指摘されている。

口
34"82'OJ" 
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第 2章調査の成果 > :i.'. >SD2 ,SD1 
1. 調査の概要

, : ': : : 9 ' 

1区

本発掘調査は、開発区域の北側、東側及び S83 

西側の一部の擁壁（総延長114.7m)に加え、 S82 I 
下水道敷設工事の範囲 OO長67.5m)を対象 確認調査

1区

とした。調査面積は、 268.84rriである。調査

F1~ I 箇所が大きく2ヶ所に分かれるため、北西側 X=-130. 800 

を1区、南東側を2区とした

>
n I ―_  

調査地の基本層序は、北端が微高地の縁辺

部にあたり、耕作土、床土を経て現況から約

30cmで遺構検出面に達する。しかし、南に向

かって地形が低くなり、北端で遺構検出面で

あった基盤層は、南へ約8m付近から急激に

検出レベルが下がっていく（図3)。2区南端
樟認．調査

のほうでは、弥生時代から古墳時代の遺構と 3区

中枇の遺構の検出面に20cmの高低差があり、
―X=-130. 82. 0 

北端に比べて不安定な土地環境であったこと
！ i ~ ―- - . 

が推測される。しかしながら、遺構は調査区

のほぼ全域に分布し、竪穴建物跡2基、ピッ

ト99基（この中から掘立柱建物跡3棟分が抽

出できた）、井戸1基、 i甑条を検出した図2)。

写真 1 調査対象範囲 南西から

X=-130. 840 
- . 

X=-130. 860 
~ 一

ー
~

凡例

□ SI □ SB ■ SE 
□ NR □ SD 1,400 !Om 

図2 調査区全体図 S=1 :400 
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3
粘
質
土

64
. 
10
YR
5/
3
シ
ル
ト
＋
砂
（
割
合
1:
1)

65
. 
1
0
Y
R
4
/
1
-
3
/
1
砂
混
じ
り
粘
質
土

66
. 
10
YR
4/
1
シ
ル
ト
混
じ
り
細
砂
～
中
砂

67
. 
1
0
Y
R
4
/
1
-
3
/
1
細
砂
混
じ
り
シ
ル
ト

68
. 
1
0
Y
R
4
/
1
-
4
/
2
砂
混
じ
り
シ
ル
ト

69
. 
1
0
Y
R
3
/
1
-
3
/
2
シ
ル
ト
混
じ
り
細
砂
遺
物
を
含
む
砂
層
が
間
に
混
入

70
. 
1
0
Y
R
4
/
2
-
3
/
2
シ
ル
ト
混
じ
り
細
砂

71
. 
1
0
Y
R
4
/
2
-
4
/
3
砂
混
じ
り
シ
ル
ト

a. 
1
0
Y
R
5
/
4
-
6
/
6
シ
ル
ト
混
じ
り
細
砂
し
ま
り
良
い
→
基
盤
層



2. 弥生時代から古墳時代の遺構

(1) 竪穴建物跡 Sil 

1区南西で検出した）検出面のレベルは標高約6.0mである。

調査範囲が狭小であるため、全体のプランは不明であるが、調査範囲内からは隅円方形ないし五角形の平面

プラン加想定される。検出した範囲内での規模は、幅1.2m、長さ6.6mを測る。周壁に沿って幅0.2mの周壁溝

及び、幅lm、高さ0.2m前後の高床部がめぐる。高床部は盛土で構築されていたまた中央の床面には全面に

厚さ5cm程の貼床が施されていた（図4)。

貼床及び、高床部盛士の下層からは、高床部のプランに並行して2条の溝を検出しtc.,,これらの溝は切り合
いがあることから、高床部の補修をおこなっていた可能性も考えられる。

Silの時期は、出士遺物から弥生時代末～庄内式期に比定される（図5)。

A
 

i
 

1-1 
6. 10m 

10 

17 

床面検出状況 I呂i 
「
A 、D-1

~o(l)r~-, -RSP-2 

＼ 

＼ 
一

＼ 

※A-A'断面の註記番号は図3に準拠する

※一 床面ライン

7
i
 

※Silに伴う追構と判断したものに
ついては、遺構種名と番号の間に
ーをつけて追構番号を表記した

完掘状況

X
=-
1
3
0
.
 8
0
0
 

三

ロゴ

＼
 ＼
 ＼
 cロ

二B
『

1. 10YR3/1 ~2/1シルト混じり細砂+10YR5/4~6/6シルト混じり細砂（割合82) しまり良い
2. 10YR3/1 ~2/1シルト混じり細砂+10YR5/4~6/6シルト混じり細砂（割合6:4) しまり良い
3 10YR3/1 ~2/1シルト混じり細砂+10YR5/4~6/6シルト混じり細砂（割合4:6) しまり良い
a 10YR5/4~6/6シルト混じり細砂 しまり良い→基盤層

0 1 50 1m 一
図4 SI 1 平・断面図
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2
 

ク王 6ぅ
多

5
 

3
 

図5 SI 1 遺物実測図 S=1 :4 

8
 

1,, 10cm 

番号 種別 器種 区名 出十沿構 口径 底径 器鳶 色） 色 寧 胎土 残 誤） 魂 備考

1 士 有稜
1区 Sl1 - (49) 1函 2 1函 2 良好

¢ほnm弱の細かい白
材祁1/8 横)1様の都キ 横J力菜のwキ 庁音汁，十 B系統か

0土や園 嵩 色少量含む 反ー，t

2 土 高杯 1区 Sil —四） 7函 /4 1函 3 良好
c/>3-5mnの褐色粒少

材音ゆ底部 ナアミガキ ナアミガキ
序・十 B系統か

年園 r/>3mn以下の砂粒含む k転此し

3 土 高杯 1区 Sl1 14' 82 10YR7/3 10YR7/3 
や r/11~3nmの砂藝多く脳完

タタキーナア ナデ
床面、10阿目出土 円ヽし 2段、各8

年園 款 含む Iii. 呻嗚比ま1/ll ヶ瞬声 駈は一・晶ctio加柑て

4 士 嵩 1区 Sil ー寧 1D'IR7/3 10YR7/4 
や r/>05~1,rrnの砂粒を多

ほば脚由叔・0-,. 
キ:r,;~J ア 祁ケズリ 材部窃キ

庁面比土四磁効ヽ 析有伽＊吋炉>;i;
年園 軟費 く含む 脳キ 脳

5 土 甕 1区 Sil 1a1 - (6.7) 1向 1/3 10YR7/3 
や cf,05~3rrmの白色粒を

口縁部1A;
山如貼Jア ロ如ヨ四Jア 床、10層目出土

0土や園 軟質 含む 体部タタキ 体部縦ナデ 外の→にスス付若 lxlW比L

6 土 甕 1区 Sl1 129 - (10.7) 7細 /6 匹
や (/>1~3mnの白臼謎 口縁部1/ll LIi如―枷）ア 横ナデ 床面出土外面ハケメの下にタタキ痕跡あり

O±J}逗 戟 含む 体 体ウ 指オサコ郎亦 外面にスス付着 品畑―,UC距

7 土 甕 1区 Sil a1 OJ) 25YR7/6 10四 3
や
r/J1~2nmの白色粒合む 底部、叫トカ タタキ→綬ハケ

板状工具による 1011'l目出土

0土咋園 軟質 綬ナデ 外の→にスス付落

8 土 甕 1区 Sl1 13.6 - (120) 7細 /6 10YRV4 
や
c/>1~2nmの砂疱を含む 口縁部1/4

口i^,li)デ 板伏工具による 序面血
(J±J,I逗 軟 体部タタヤ｀縦ハケ 綬ナデ K し
， 土

壷 1区 Sil 6.8 (9.1) 1函 3 1IT暉 4
や r/,3nm以下の砂粒を

底部、出祁トカ タタキ→裁キ ハケ丸靭刃デ
庁面比土

年澤 軟質 含む K し
※口径麻蚤・器翫D単位はcmである。（内の数字は、残刊いわる

表1 SI 1 遺物観察表

床面検出状況北から

: 年編
J
a
 

塁 書
B
＿
 

~­
鼻

零

完掘状況北から 断面 (A-A')南東から

3
 

2
 

7
 

，
 

8
 

※数字は実測番号に対応

写真 2 SI 1 遺構・遺物写真
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(2)竪穴建物跡 SI2 

2区中央において竪穴建物跡の南東部を検出した。多くの範囲が調査区外に位置しており、かまどなどの燃

焼施設は不明である。建物の規模は、確認できた範囲で南北約4.5m、東西約2.lmを測り、平面プランは隅円

方形を呈する。遺構面から床面までの深さは約0.2m、その下に厚さ約5,._,_,lOcmの貼床が全面に施されていた。

また、南東角に長さ1.9m、幅0.9mの高床部を検出した。床而との高低差は、約0.2mである。床面には幅約0.1 

m、深さ約0.06mの周壁溝が周囲にめぐらされてい↑こ遺構の南東部分では、掘方の直径約0.3m、深さ約0.45

mのや芍脅円状の柱穴 (SP---1)を検出した。建物に伴う柱と推察される。

SI2は、出土した土師器から庄内式期に相当する遺構と判断した（図7)。このうち、貼床直上で確認した士器

（図6No.1、図7 14)は、壺の胴部に縦に半円形の櫛描コンパス文が2条連続して施されている。

床面検出状況
念
5

]
3
0
 

かー

ー 完掘状況

< 

< 

w
o
o
・g
 ー

入

‘m胆
磁

ー

※

心
ヤ
誤
斜

"-8図
サ
一
曲
榔
届
＃

e阻
澁
ー
<
_
V
※

＼ 

f
]
3
0
 

六
ff／
／
俊

ー

／
 
＼ 

y 

B' 
冷4＼ 

}'~<4 

~ 

※Sl2に伴う退構と判断したものにつ
いては、遺構種名と番号の間に—
をつけて遺構番号を表記した

0 1 50 Im 一B 

6. OOm 

R-

／三三―
し-ー--―--------------

10YR3/2-2/2シルト混じり細砂 しまり良い 基盤層ブロック混じる
10YR4/ 4-6/3シルト混じり砂質土 しまり良い 1層ブロック少量混じる
2. 5Y5/1-4/2砂層 しまり弱い
10YR3/1-2/1シルト混じり細砂 しまり良い 一部層状に基盤層の土が混じる
1 OYR4/ 4-6/3シルト混じり砂質土 しまり良い→A-A'断面 28-2層

図6 $12 平面図．断面図 S=1 : 50 
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L4 10cm 

14 

囮7 Sl2 遺物実測固 S=l :4 

番号 種別 器種 区名 出 口径 底径 器高 色） 色 焼成 胎土 残 罪） 服 備考

10 o±i-'土這 甕 2区 Sl2 14.4 Cl・O) 10YR7/3 7函 /4 良好 鈷m以下⑰亨 口縁部か祖鰤 タタキ、ナデ ナデ 凶瓜し

11 0砂土頃 壺 2区 Sil (40) 10YR7/4 10函 3 良好 含r/>む4nm以下の砂粒を U輌虹呻の一部 横ナデ 横ナデ

12 <i±J.I土鴎 醤 2区 Sl2 11 ⑮ 10YR7/4 1(MU/3 良 く卯含む~3nmの砂粒を多 徊 1/8 ナデ ナデ K口船辿し

13 叫..LL鵡'''"" 醤 2区 Sl2 ⑮ 10YR7/4 1呻 1/3 良好 くr/>含2む~3叩の砂粒を多 偵 2/.l ナデ ナデ 1蜘可紺訟劫みり26-1頃点I芯いヵロ芦包

14 0砂土頃 壺 2区 Sil <an 細 11l 盛 1 良好 粒(/>』2mn冠酵前眩後多のく含白む色体部の一部 1織・,ヶ如T 横ナデ 土の器コン如パス扁氾部預こ1訪0条向をに12単列位施とすす召鯖詰

※口径廂蚤・器諏m貼血：叩である。():'JO渇守は、残弔直cある

表2 Sl2 遺物観察表

床面検出状況南から 完掘状況南から

断面 (A-A') 東から 断面 (B-B') 南から

10 
12 

14 

13 

※数字は実測番号に対応

写真3 Sl2 遺構・遺物写真

-7 -



(3)自然流路 NRl 

2区の南端および、確認調査5区で検出した堆積層である。

2区では、 1区の北端の遺構検出レベルである標高6.0mと比較して、遺構検出面のレベルが徐々に低くなり、

不安定な様相に変化する。 SI2付近での遺構検出面の高さは、約0.2m下がっていたが、そこから南側に向かっ

てさらに低下し、弥生土器を包含する東西方向の細い溝状を呈する堆積層が現れる（図369層）。

このあたりから南は、水分を多く含む粘質の強い土層が主体となり、調査区南端からllm付近より南では、、

粘質土層の狭間にランダムに砂や砂礫が入る堆積状況がみられる。この砂層からまとまって出土した遺物の時

期は、おおよそ庄内式期にあたることから、これらの堆積層は、古墳時代初頭頃に存在した自然流路の埋士で

ある可能性が推測される（図8)。

なお、上層には古代の須恵器を包含している層が0.3m程度堆積しており、その上面からSElが構築されてい

る。

15 

t1:, 
ヽ

m,. 
二， • ， 
ff 

ゾそ
乞
＇
多¢，
 （ ノ／ 24 

•. _..1 

~✓- "' 10cm 

図8 NR1 遺物実測図 S=1 : 4 (15~20:2区、 21~27: 確認5区）
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番号 種別 器種 区名 出廿劃臀 口径 底径 器高 色） 堕四 煉 胎土 残存状況 罪） 成極凶 備考

15 u±iJ.J.UR ~ 即叩 温 2区四 93 00 113 7細 l.l 細 /4 良好

ニニ~&hE
ロ fに叫よ召サエ記→デ細状項謳 ⇒ 疇小疋・回ナデ

16 凶ヰ嗅l両 霞 2 区—2 22層 9茄 (49) 715'!m/呻 1/24 
lOYR!/3 軟質 ナデ ナデ1咋 1

17 凶~ヰ}.J墨l国 器台 2区-2 22層 1&7 Cl5) 2的 l3 四 良好 色¢粒2nmを多以＜含下のむ白色粒、!)口縁部1/8 横ナデ 横ナデ 反ー・

18 OWht.llli 土疇 高杯 2 区—Z 下層 16.1 (5.1) 2叩 10碑 2 良 色</>粒2nmを多以く含下のむ白色粒、B村口造縁部部11//204 縦ハケ如ア 横ハケ← ハケメI材っずかI項醐防唄るのみ

19 o±v;.00 土 甕 2 区—ね 下尼 222 (8」） 1呻 3 1IT暉 2 猛含</>5nmむ 以下の砂位を l7fiftllが以相鼠ヒ方 体ロ部檎ー部縦横ハケ）デ→横ハケ 如口編鳴淵伍附hii回)ケアズリ 辻反

20 ~ 土 壺 2 区—3 - 21.4 42 25YB/1 25Y8/1 良好 贔年ヽ 以下⑰婢玲多く ロ大部分が欠 窃（エ具キの様単の位ナ祠デ 温 土のたっ器穿て,孔.ケ,;(l内J口面樟縁のコ部ケ訣CJ;ズ．でリ口はAがる、あ板可状紺り、工払中具央りのりに角2がヶB彗

21 凶土A 溢 胃 士） 965 30 93 7函 /4 75YR7/.l 良好 含</Jむ3nm以下の砂粒を がrffl欠 : カモ顕部刀---l!iナデ 体ハ音ケ『F斗~― 杖v~籟粗外面製底品部粘、体士紐山痕亨二付落

22 出・土｝疇 甕 饗 土） 15.6 (175) 10YR7/2 10悩 2 良好 含r/Jむ7mn以下の砂粒を多く 口縁部1/8
凶体匹体部ふーク庫クタヤヤ）） テア縦籟ハハケケ

板ナ7 ユる 反ー

23a±v-lJ.llll) ヰ l国 甕 95出区コ 土） 15.6 (175) 10YR7/2 1IT暉 2 良好 含</>む7mn以下の砂粒を多く 体 1/4 板ナ7 こよる 4is-! 1吋呻草f,i;ガ外ぶ面Aのが→同猥一個こス体スの付可沼能出bり

24 u±JJ土嗅 甕 饗 這即 15a (JJB) 5YR7/6 75'年 良好 鈷m以下⑰蝉 n ヵヽ遍1伶 湿 ナデ 外反面1:::;;双付着

25 ~ 土疇 壺 豊 土） 1l6 ()JS) 1呻 3 m涵 2 良好 含r/Jむ6mn以下の砂粒を多く 口 1/4 体~〖キ頸加T 醗ロ縁〖部·縦ナ依デ那横ナデ反ーー

26 u±JJ」.. 嗅, ... 壺 確認5区 土器溜り - 48 - 10'碑 3 l函 2 良好 含(/)6nmむ 以下の砂粒を多く 底部1/4 窃キ ナデ 3-11:/紐ガぶヽヵ'Fa)-個淋の可能比bり

27 凶ヰ嗅, ... 甕 確認5区 土） 16.9 (.248) 細 /6 7函パ3 良好 含釘むITTTI大の砂粒を少臼1体国部輝4/51/.l 体'""部"タ'"タ民ヤ）ー）縦ハケ 横ナデ
極5-1め寧て鼠ヽ よ接点1お迅ヽ カ慌 9回水り口"配切

28 凶~A• 匹 甕 ＂ 5区 士） - 3.4 (rn) 細 l6 75YR7/3 良好 含</)む7rrm大の砂粒を少量 底部1/2 体'"部加タ'""'タャ'ーヽ縦ヘケ 横ナデ 外の一部こスス付着

※口径底蚤・器萄が勘砒cmである。（内の数字は、法吊直じめる

表3 NR1 遺物観察表

SRl付近北から 遺物出土状況

m-

確認5区北から 遺物出土状況 2区南端 NRl 断面

17 

18 

19 20 
21 

22 

24 
25 

26 

※数字は実測番号に対応

写真4 NR1 遺構・遺物写真
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3. 古代の遺構

(1)掘立柱建物跡 SBl 

1区の東端で二間分を検出した。柱の並びが調査区外へ延びているため、全体の規模は不明である。掘方は一

辺60cm,..._,70cmを測り、形状は不照形であるものの方形を指向する。柱根の痕跡が不明瞭であるため、柱径等は

確認できなかっ乞建物の南北主軸は、出r---wをとる。遺構の時期は、遺物が出土していないたむ持定できない。
(2)掘建柱建物跡 S82 

1区の北西部で二間分を検出しに柱の並びが調査区外へ延びているため、全体の規模は不明である。掘方は

—辺35cm,..._,50cmを測り、形状は方形を指向する。建物の主軸は、 N--40 ---wをとる。遺構の時期については、迎物が

ほとんど出土しなかったため特定できない。

(3) 掘建柱建物跡 S83 

1区の北西部で東西二間、南北二間分を検出した。柱の並びが調査区外

へ延びているため、全体の規模は不明である。掘方は一辺45cm,-...,55cmを測

り、形状は方形を指向する。建物の主軸は、 N-4°-wをとる。遺構の時期に

ついては、 SP51の掘方から出土した遺物から7世紀以降の時期があてられ

るが、小片のため特定は困難である。

女ー~28
29 

~ ― 全
L4 10cm 

図9 SB3 遺物実測図 S=1 :4 

包） 1 包 I 焼 森 I 調際外） I 腹際内） 備考

三叶； ロクロナデ Iロクロナデ I .!ii.l磁記t
ロクロナデ 1反醐記t

表4 SB3 遺物観察表

SB1 東から SB2 北から SB3 東から

28 

29 

SP8断面北から SP51断面東から ※数字は実測番号に対応

写真5 SB1 ~3 遺構・遺物写真
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SB1 

＞
 

、V

八
＼
十 X=-130. 791 

―、

1. 10YR3/1-2/1シルト混じり細砂 しまり良い a層ブロック少呈混じる
2. 10YR5/4-6/6シルト混じり細砂ブロック+10YR3/1-2/1シルト混じり細砂ブロック
3. 2層と近似炭片混じる
a. 10YR5/4-6/6シルト混じり細砂ブロック しまり良い→基盤層

woo・g 

|
1
N
 

しまり良い

SB2 

L
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t
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図10 SB1~3 平・断面図 S=1 :50 
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4. 中世の遺構 ＼
 (1) 井戸 SEl 

2区の南側で検出した遺構である。

直径1.05m、調査区酉壁で観察した

掘方の最大幅は5.0mを測る（図3)。

深さは0.8mまでを調査し、それより

下層については工事の影轡が及ばな

いため、現地保存とした。

井側に拳大から人頭大程度の割石

を用いた石組み井戸である。出士遺

物がなかったため詳細は不明であるが、

SRlの上層に堆積した古代の須恵器を

含む土層を切って構築されているこ

とや、井戸の形状から平安時代末から、

鎌創訊頃の謝溝であると推察される。

A
 

炉 '/.4.'1.55

-------

5. 90m 

A k
 

--r------------」
JO I 
-----t 
71 I 
一「--―---

J 

※A-A'断面の註記番号は図3に準拠する 0 1 50 Im 一図11 SEl 平面図・断面見通し図 S=l :50 

(2) 溝 S01,...._,5 

S01、2は1区で検出した南北方向の

溝である。規模は、 SDlが幅）.3m・深

さO.lm、SD2が幅0.55m・ 深さ0.28m

を測る。

so3,......,5は、 2区で検出した東西方向

の溝である0 Sffiは卿.4m・深さ0.2m、

SD4は最大幅1.25m・ 深さ0.3m、SD5は最大幅1.15m・深さ0.38mを測る。埋士は、全て10YR5/1,......,6/1シルト混じ

り細砂である。

屯こ:,'>il] 5l 

写真6 SE1 

出士遺物が細片のため時期の特定は困難であるが、全ての溝がこの付近の条里地割りの方向である、応4゚ 咽

を主軸とするか、直交している。このことから、この地域の条里地割りが完成したとされる、 12世紀以降の水

田耕作に伴う溝である可能性が高い。

第 3章総括

今回の調査では、弥生時代～古墳時代の竪穴建物跡、古代とみられる掘立柱建物跡、中枇の井戸などを確認

した。

遺構の時期、構成については、 T・柳ヶ瀬遺跡の既存調査の成果を踏襲する内容であった。しかし、遺跡の

北端での遺構の分布状況の一端が明らかとなった。

また、微高地の縁辺部での調査であったことから、付近の古環境や、遺跡内での遺構の立地環境ををうかが

い知る情報が得られた。
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1区北側（東から） 1区西側（南から）

2区（北から） 2区南側（北から）

写真7 調査区全景
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